
令和 8年 6月 18

泉小学校コミュニティ・スクールだより

い ず み つ こ 応 援 団 !:R8年度第1号
～学校と地域が手を取り合つて～  (VOL23)証膠
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令和8年度のいずみつこ応援団 !!の活動がスタートしました。今年度も多<の皆様に御登録い
ただき心強い限りです !今年度から新たに加わった活動もあります。ボランティアの方長のサポ

ートのもと、生き生きと活動を楽しむ子供たちの様子を是非御覧ください。少レでも興味を持た

れた方は、裏面最後の「お矢□らせ」|こ参加方法を記載してありますので、そちらを御覧くださ

い。よろし<お願いします !
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1、 2年生が交通安全教室を行いました。まず交通安全指
導員の方長がパネルを使つて道路の歩き方や横翫歩道の渡り

方を分かりやすく教えてくださいました。指導員の方々の質

問にも自信満々に答える子供たちでしたが、実際の道路でき

ちんとルールを守って歩けるようになるためには実践練習が

欠かせません。正門前からドン 。キホーテに向かって数人の

グループごとに出発します。各ポイントにはボランティアの

方々が立つてくださり、子供たちと一緒に声を出して安全確

認をしてくださいました。子供たちはルールを知つてはいて

も、いざ道路に出るとあちこちから車が来ていつ渡ったらい

いのか分からないという場面が見られました。そんな時もボ

ランテイアの方長が安全に気を付けつつ、子供たちが自分で

えて動けるように声掛けをしてくださいました。

今年度は初回の毛筆の授業にボランティアの方々に入つてし

ただきました。馬||1染みのない用具を前に少し戸惑い気味の子供

たち。一生懸命先生の説明を聞いていても、筆を置<場所や下
敷きの向き、半紙の表裏など確認することがた<さんあり困惑
してしまう子もちらほら。そんな子にはボランティアの方々が

一つ一つ一緒に確認して<ださいました。特 |こ墨汁を出す際に
は、力を入れすぎて飛び散つてしまったり、必要以上にたくさ

ん出してしまつたりしないように、子供たちの動き |こ目を配っ

てくださいました。そして一番大変なのは片付けの時間です。

硯や筆に残った墨汁がきちんと拭き取れているか、墨汁のボト

ルの蓋がしつかりしまつているか、帰宅後に書道セットを開け

たら大惨事 !と いうことがないようにご自身の手も真つ黒にし

がら、墨汁と格闘する子供たちを手伝つて <ださいました。
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4年生はユニバーサルデザインを学′Sヽ
め、城北図書館に行ってきました。交通量の多

い大通りを歩いて行<ため、安全面はもちろ
んのこと、地土或の力反への挨拶やすれ違う際

の気遣いなどの面でも、ボランティアの方皮

が子供たちのお手本となってくださいまし

た。図書館では職員の方々が館内のユニバー

サルデザインについて詳しく教えてください

ました。館内をスムーズに回れるようグルー

プごとに分かれ、点字コーす―、F受乳室、駐車

場など皆にとってどう使いやすくデザインさ

れているのかを学んでいきます。子供たちは

実物をその目で確言忍しながら、職員さんの説

明を一生懸命メモしてい<のですが、書くこ
とに集中しすぎて見逃したり間さ逃したりし

てしまう場面も見られました。そんな時はボ

ランテイアの方々がそつと見える位置まで誘

導してくださったり、もう一度説明を繰り返

してくださつたりと、細やかなサポートをし

てくださいました。そのおか |ずで子供たちは

ユニバーサルデザインについての理解を深め

ことができました。

どんなユニバーサル

デザインがあるかな??

3年生は校区内を4回 |こ分けて探索してきました。5月か
6月にかけての校外学習も年々気温が上がり、交通安全の面だ
けでなく、子供たちの体調にも気を配らないといけなくなって
きていますが、そこはさすがのボランティアの方々。子供たち
の顔色にもしつかり気を配つてくださり、水分補給の声掛けな
どもこまめ |こ してくださいました。
例年 3年生の地域探検では、校区内のお店や高台協働センタ
ー等の公共施設、和合と泉それぞれにある神社などを回りなが
ら自分たちの住む地域 |こついて学びます。それらに加えて今回
はこの地上或の名産品である和含スイカを栽培している畑も見
に行きました。ちょうど作業中だつた農家の方に栽培の様子な
どを伺うことができ、子供たちはまたひとつ地域について学′Sヾ
ことができました。
道中は狭い道も多く、また地i或の方々ともた<さんすれ違い
ます。校外学習中は、横断を待つて<れている車や地域の方に
お礼を言うこと、待つてくれている人がいたら気を這うことな
ど、社会のマナーを覚えるとても良い機会でもあります。ボラ
ンティアの方々が率先してお手本となつて<ださり、子供たち
|こも優しく挨拶を1足 してくださるおか |ずで、目的地での学習だ
でなく、その道中も大切な学びの場となつています。
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コミュニティ・スクール『いずみつこ応援団ll』

公式 LINE V00Mにて活動記録を配信中 ′

活動に参加してみたい方は公式 LINEの反達追加後、「Googleフ ォーム」|こ入力し、 トーク画
面でお名前を送信して<ださい。
メールでも登録できます。 izumikko.ouendan2020@gmalcom

※QRコ ードを読み込み、反達追加をすると御覧になれます。Ail LINE 6=A-) O
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